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01 今年度の取組状況
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関西蓄電池人材育成等コンソーシアムとの連携により、学校・産総研・企業など様々な施設、座学・実習・工場見学
の多様なメニュー、大学・高校・小学校の幅広い世代でバッテリー教育を実施。

次年度に向けては、実施校や対象の拡大など、さらなる拡がりを目指す。

今年度の取組の進捗状況 ①

蓄電池人材の育成
バッテリー教育・実施状況（2024）

• 10月15日 徳島大学理工学部理工学科応用化学システムコース1

年生(85名)が参加し、関西蓄電池人材育成等コンソーシアムの

高校用教材を使用した特別授業を実施。

• 阿南高専の化学コース3年生(30名)が日亜化学、PPES徳島工

場で工場見学を実施。

大学生・高専生

• 1,2年生を中心に、座学-実習ｰ工場見学のバッテリー教育を実施。

• 実施校を１校拡大し、新たに城南高校(普通科)で座学を実施予定。

高校生

1. 今年度の取組状況
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人 材 育 成 発信・普及

大学・高専2校、高校6校、小学校2校の全10校で実施。延べ約700人が参加。

• パナソニック エナジーのご協力の下、電池の学習と手作り電池

教室に県内２校が参加。

小学生

• 世界に一つだけの電池を作ることができうれしかったし、大切にしようと思いました。
• 工場も見てみたいと思いました。作った電池は大切に持っておきます。
• 今日の話を聞いてもっと電池について興味がわきました。

児童の感想(抜粋)

実施日 大学・高専 座学 実習 工場見学 参加者

7月12日 阿南高専 〇 化学コース3年生  30名、4年生  28名、5年生  3名

10月15日 徳島大学 〇 理工学部理工学科1年生  85名

12月16日 阿南高専 PPES徳島工場 化学コース3年生　30名

1月21日 阿南高専 日亜化学工業 化学コース3年生　30名

2月20日 阿南高専 〇 電気・建設・化学コース2年生  9名、3年生  17名

実施日 県立高校 座学 実習 工場見学 参加者

7月11日 富岡西高校 〇 理数科クラス１年生　30名

8月26日 富岡西高校 〇 理数科クラス1年生　25名

9月19日 阿南光高校 〇 電気情報システム科1年生　23名

10月22日 脇町高校 〇 普通科理系クラス2年生　31名

10月23日 脇町高校 〇 普通科理系クラス2年生　31名

10月30日 阿南光高校 〇 電気情報システム科2年生　24名

10月30日 阿南光高校 ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ ｴﾅｼﾞｰ貝塚工場 電気情報システム科1年生　24名

11月21日 つるぎ高校 ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ ｴﾅｼﾞｰ徳島工場 電気科2年生　33名

11月27日 徳島科学技術高校 PPES徳島工場 生産システムコース2年生　34名

11月29日 徳島科学技術高校 PPES徳島工場 機械コース2年生　32名

11月29日 つるぎ高校 〇 電気科2年生33名

12月6日 阿南光高校 PPES姫路工場 機械ロボットシステム科1年生  30名

1月24日 富岡西高校 日亜化学工業 理数科クラス１年生　31名

1月28日 徳島科学技術高校 〇 電気コース２年生　26名

2月25日 徳島科学技術高校 〇 生産システムコース２年生　20名

3月10日 富岡西高校 PPES徳島工場 理数科クラス１年生　30名

3月21日 城南高校 〇 ※実施予定

3月26日 脇町高校 〇 ※実施予定

実施日 小学校 座学 実習 工場見学 参加者

10月8日 飯尾敷地小学校 （電池教室）5・6年生  30名

10月8日 久勝小学校 （電池教室）6年生  22名



今年度の取組の進捗状況 ②
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生産性向上 誘 致 促 進

• 11月8日 BASCと共同で開催。

• 電池部品・設備解説など丸１日の座学
とランチでの交流の場を実施。

• 県内機械金属メーカーの経営層を中心
に、36名（25社）が参加。

電池ビジネスセミナー

• 1月21日 四国工業研究会と共催で開催。

• 産総研の研究者からの蓄電池に関する
最新技術の他、徳島県の取組及び中小
機構の支援メニューを紹介。

• 県内企業の技術者をはじめ、県内外か
ら183名（会場参加 84名、Web参加
99名）が参加。

四国工業研究会セミナー

• 1月24日東京（大手町）で開催。

• 構想の取組、徳島県の優位性の説明、
立地企業からの講演の他、企業交流レ
セプションを実施。

• 国内蓄電池産業サプライチェーン調査
による誘致候補企業をはじめ、幅広い
業種から27名（23社）が参加。

企業誘致セミナーバッテリーバレイ

県内企業向け（経営層） 県内企業向け（技術者） 県外企業向け

• バッテリーメーカー、
設備メーカーとのコネ
クション作りの支援。

• 電池の設計に関するセ
ミナー。

• 共同開発につながるよ
うな交流の場。

参加者の意見

1. 今年度の取組状況

➢ 設備/エンジニアリング系(46%)、化学・素材系
(30%)の順

➢ 県内企業が大多数(86%)を占めており、県外企業
は少数。

➢ 電池産業への参入済み企業と未参入企業は、ほぼ
半数ずつ。

(今後の取組要望）

• リサイクル技術や次世代電
池の動向や開発状況に関す
るセミナー。

• 非常に参考になるものであ
り、定期的に開催をして欲
しい。

• 徳島県の具体的な取組や今
後の展開などを詳しく知り
たい。

参加者の意見

(今後の取組要望等）

• 補助金の充実、人材確
保のしやすさ、取引企
業への近接性を立地検
討で重要視。

• セルメーカーが立地し
ていることは魅力的。

• 徳島の強みをもう少し
深堀して知りたい。

参加者の意見

(セミナーの感想等）

➢ 材料メーカー(35%)の他、セルメーカー、製造設
備メーカー、リサイクル事業者等が参加。

➢ 参加企業の約37％が工場等の新増設を検討中。

➢ 民間企業が多数参加した他、自治体、支援機関、
金融機関、高等教育機関など、幅広い団体から参
加。

県内企業の新規参入や新事業展開、県外企業の誘致を目的に県内外でセミナーを開催。

企業の経営層から現場技術者、営業担当者まで幅広い方々が参加。企業の参入意思に応じた今後の施策展開を図る。

in徳島

出展：四国工業研究会



誘 致 促 進 人 材 育 成 発信・普及

今年度の取組の進捗状況 ③
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県内蓄電池関連産業のポテンシャルの発信と広報を兼ねた、動画（総合PV1本、企業誘致PV2本、人材確保PV2本、
県内企業PV5本）、リーフレット、ポスターを作成。

今後は、構想の取組や蓄電池関連産業の魅力をSNSでの広告展開など、県内外で多角的に情報発信。

動画枠（90秒ver.）

企業誘致PV（long.ver) 企業誘致ポスター

1. 今年度の取組状況



徳島県には、蓄電池製造サプライチェーンの他、製造装置等の関連サプライチェーンも存在。

今後は、現状のサプライチェーンの強み・弱み等を分析し、県外企業の誘致及び県内企業の新規参入を図る。

県内の蓄電池関連産業サプライチェーンの状況

7

関連サプライチェーン（製造装置、関連部品等）製造サプライチェーン（電池製造）

蓄電池関連産業の状況

生産性向上 誘 致 促 進

1. 今年度の取組状況

R6「県内蓄電池産業サプライチェーン調査事業」調査結果より（調査機関：徳島経済研究所）

精錬 部材
電池
製造

リサイクル

製錬

パナソニック エナジー

リチウムイオン電池

ＮＤＫ

製造装置関連（設計・加工・組立）

大塚テクノ

リチウムイオン電池用安全装置

テクシード

EMS（大型蓄電池充放電制御）、蓄電池型超急速EV充電器（予定）

活性化

検査
注液組立

捲回
（積層）

圧延

切断
塗布攪拌

セルメーカー

材料メーカー

製造・品質検査設備メーカー

関連部品メーカー他

プライム  プラネット エナジー＆ソリューションズ

車載用リチウムイオン電池

阿波製紙

断熱材（セル間、アッパーカバー、防爆弁、バスバー）、熱拡散材

大塚化学

電気二重層キャパシタ（EDLC）用電解液

キシダ化学

電池研究用試薬

日亜化学工業

リチウムイオン電池用正極材料

岡部機械工業

製造装置関連（機械設計・電気制御設計・加工・組立・据付）

大隆精機

搬送・検査装置

徳島電機産業

外観検査機、スプレードライヤー、塗布装置

徳真電機工業

製造装置関連（機械及び制御設計・機械及び制御盤組立・加工)

中道鉄工

回転円盤式部品整列供給装置

富士インパルス

フィルム溶着用インパルスシーラー

丸井産業

各工程製造装置（各種電池製造設備・注液装置等）

港産業

塗布質量計測装置

ワイ・ジー・ケー

各工程製造装置

前工程 後工程
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02 当面の進め方
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⚫ 蓄電池の動脈 - 静脈産業の確立

⚫ 学生から社会人までの全世代での  
蓄電池教育の実施

⚫ 工場用地等の提供体制の整備

⚫ 温室効果ガス排出量削減

⚫ クリーンエネルギー電力自給率向上

⚫ 産学官金の連携による研究開発から
操業までの総合支援

⚫ 大学を含む県内全域での蓄電池人材
の育成

⚫ インフラ整備、各種支援制度の拡充

⚫ 県民総ぐるみによるＧＸ(グリーント

ランスフォーメーション)の加速

2. 当面の進め方（取組方針）

⚫ 県内企業の新規参入の支援

⚫ 関西と連携した蓄電池教育の推進

⚫ サプライチェーン構築を見据えた
企業誘致

⚫ 県民の理解向上・蓄電池の普及拡大
に向けた取組

2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030

Phase 3

県内でのサプライチェーン構築

Phase 2

連携による施策展開の拡大

構想実現

取組方針

2024-2030(7ヶ年)の前半期では、中長期的な計画で実施する「企業誘致」「蓄電池人材の育成」を重点に、
連携施策の拡大に取り組む。後半期には、サプライチェーンの構築を念頭に、施策の発展と進捗状況に応じた
フォローアップを実施。                                                                                                                             
施策検討にあたっては、構想の「整備すべき主な機能」を中心に置き、推進会議で議論。

前回、本構想及び本県の「ＧＸ推進計画」の内容に基づく、施策の方向性を整理。

今回の会議において、 構想第3章 整備すべき主な機能に基づくロードマップと2025アクションプランをとりまとめ。

9

Phase 1

第4章「方策」に沿った施策展開

全体版 詳細版

方向性変更なし 変更なし
年度



研究・製品開発
支援

人材育成・確保

Phase3Phase2
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2. 当面の進め方

2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 KPI

徳島バッテリーバレイ構想・推進ロードマップ１(案) 全体版 詳細版

Menu.1

Menu.2

本構想第3章をロードマップ化。KPIは第４章「方策」の内容をベースに設定。施策の具体化

数値の追記

共同研究数

累計５件

人材育成数

延べ

10,000人

技術セミナーの開催
企業や国等の関係機関との連携・交流の強化

企業の研究開発に対する支援体制の構築

県研究機関における開発支援機能の充実（試作・分析・評価機器の整備）

業界ニーズに応じた機器の導入

企業、高等教育機関、県研究機関の強みを活かした共同研究の実施

関連製品を含む研究開発支援

県立高校でのバッテリー授業の拡充

関西蓄電池人材育成等コンソーシアムとの連携・高校でのバッテリー教育プログラムの実施

高校生・高専生

大学でのカリキュラム化、リカレント教育拠点の整備
関西と連携した教育プログラム（大学生・大学院生・企業人材・高専生向け）

インターンシップ、見学・交流会、共同研究の仕組みの構築

カリキュラム、リカレント教育プログラムの構築

高専生・大学生・社会人

高等教育機関との連携

具体的取組の追記

赤字部分を新たに追記
年度

Point!



新事業展開・
誘致促進

Phase3Phase2
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2. 当面の進め方

2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 KPI

徳島バッテリーバレイ構想・推進ロードマップ２(案) 全体版 詳細版

Menu.3

投資支援数

10件

企業投資金額

2,000億円

温室効果ガス
排出量削減

2013年度比

▲50.0％

本構想の目標実現に向けた具体的な施策・取組を整理。併せて各メニューごとに目標数値も併せて設定

サプライチェーンでのクリーンエネルギーの導入、官民における次世代型太陽電池の導入

自治体や企業における再エネ電力調達の推進・クリーンエネルギー新技術の先導的導入

各種セミナー（参入、経営）、中小企業に対する新規参入に向けた伴走支援

県内企業の蓄電池関連産業への事業拡大に向けたマッチング

大規模投資対応型の補助制度の構築、蓄電池関連企業特化型の産業団地の造成

リサイクルなどの静脈産業への事業拡大、誘致の促進

大規模投資対応型の補助制度の構築、蓄電池関連企業特化型の産業団地の造成

蓄電池関連工場及び研究所の誘致活動

Point!



インフラ整備

各種支援制度

規制緩和

Phase3Phase2
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徳島バッテリーバレイ構想・推進ロードマップ３(案) 全体版 詳細版

国等への諸法令の改正要望

既存の特区制度の活用、県での柔軟な対応検討

国・業界団体とリサイクルシステム確立、安全性の担保や製造物責任のあり方の検討

企業、国、業界団体のニーズに応じて対応

研究・製品開発費助成、スタートアップ支援、低利融資、減税
立地・設備導入補助金、奨学金制度、人材バンク

支援策例

2024実施

2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 KPI

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

 

の
効
果
指
標
を
後
押
し

Menu.4

Menu.6

2. 当面の進め方

蓄電池の二次利用に向けて

構想の一つに位置付け。業界ニーズの変化に応じたアップグレードを図る。

Menu.5

全世代への情報発信、小中学生向け広報イベントの実施
太陽光発電設備の導入促進、充電インフラの整備をはじめとしたＥＶの普及拡大

大規模産業用地（団地）と連携したインフラの強化

県内全域での事業用地の発掘、早期造成可能な産業用地の拡大

四国経済産業局及び産総研四国センターとの連携

県内企業の要望ニーズの調査、国等の関係機関への政策要望

国支援策の有効活用及び徳島県独自の支援制度の創設、拡充

蓄電池の普及拡大に向けた取組（BCP対策の電源確保、クリーンエネルギーの導入拡大等）

道路・港湾・空港等の計画的、一体的な整備

産業用地確保に向けた市町村等との連携体制の整備

1･2



徳島バッテリーバレイ構想・2025アクションプラン（R7施策）

生産性向上 誘 致 促 進 人 材 育 成 発信・普及

⚫ 2024－2027年を企業誘致(営業)の重点期間に設定

⚫ 補助金上限を30億円から100億円へ大幅な引上げを行い、
全国トップの補助制度を確立

⚫ 首都圏での電池業界の展示会出展など、積極的な誘致活動

⚫ 県内企業の新規参入に向け、営業活動や商談の設定など、
販路開拓の伴走支援

企業誘致の加速

⚫ ｢関西蓄電池人材育成等コンソーシアム｣との連携を基軸に
した教育プログラムの実施校の拡充

⚫ 県立テクノスクールでの蓄電池関連技術や生産工程の自動
化に関する訓練の実施

⚫ 大学等の卒業後に県内事業所で３年以上就業する方を対象
に奨学金の返還を支援

⚫ 従業員の奨学金返還を支援する中小企業に対する支援金の
支給

⚫ 東京23区、大阪圏からの移住者に対し移住支援金を支給

⚫ 東京圏内のキャンパスに通う大学生等に対し、県内企業等
への就職活動に要する交通費を助成

⚫ 大阪圏内のキャンパスに通う大学生等に対し、県内企業等
に就職した場合に就職応援金を支給

蓄電池人材の育成・確保

⚫ 推進会議参画機関との連携による経済界への浸透

⚫ 映像を活用したSNS広告など多様なツールを活用し、学
生、若者をはじめとした幅広い層への魅力発信を展開

県内外での情報発信クリーンエネルギーの最大限導入

⚫ 産業用地整備に向けた取組を展開

⚫ 物流の効率化を図る高規格道路等の早期整備や新たなアク
セスルートの検討

⚫ 物流拠点を創出する徳島小松島港「赤石地区」等の港湾施
設整備の推進

インフラ整備の促進

県・推進施策

令和7年度徳島バッテリーバレイ構想関連予算 約20億円(補助金他2,017,928千円) を計上。

⚫ 太陽光発電と蓄電池の導入を加速

⚫ 充電インフラの整備をはじめとしたＥＶの普及拡大

⚫ 県有施設への次世代型太陽電池導入の実証

2. 当面の進め方
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大型投資を積極的に支援し、蓄電池サプライチェーンに属する企業を広く集積するため、
蓄電池関連企業を対象とした補助メニュー改正を行い、全国トップクラスの補助制度に拡充。

14

蓄電池関連企業に特化した立地補助金メニュー

補助金メニューの新たな改正

制度概要現行制度概要

蓄電池関連企業の立地

⚫ 補助額最大  30 億円

補助率最大  20 ％

⚫ 徳島県に初めて立地する場合は、
補助率を5%上乗せ

⚫ 新規地元雇用１人につき70万円
補助

⚫ 1工場あたりの 「通算限度額」
「補助回数」に 制限なし

その他製造業 蓄電池関連企業
(環境エネルギー関連産業)

投下固定資産額 30億円以上 600億円以上

新規地元雇用人数 20人以上 100人以上

補助率 20％ 10％

補助限度額 15億円 100億円

補助要件
敷地面積9,000㎡以上

又は
建築面積3,000㎡以上

敷地面積9,000㎡以上

又は
建築面積3,000㎡以上

企業立地補助制度（製造業） 新メニュー

※1 国等の他の補助制度と併用可

New!
2025年4月1日

改正案

最大25％

2. 当面の進め方 2025アクションプラン（ピックアップ）



若者の県内における就業やＵＩＪターン就職を促進するとともに、
蓄電池産業をはじめとした人材の確保に向けた教育面・費用面での支援を充実。

15

学生期から社会人までの切れ目のない支援

人材育成・確保に向けた各種取組

Point 3

社会人
Point 2

大学生
Point 1

高校生

バッテリー教育支援

専門教材による座学の実施

産総研関西ｾﾝﾀｰでの蓄電池製造実習

県内蓄電池工場見学を実施

奨学金返還支援

（県内高校３年生の募集枠)

奨学金返還支援

助成金額：最大100万円→125万円

募集人数：250名→300名

徳島わくわく移住支援

交通費：就職活動等費用の1/2(東京圏)

就職応援金：30万円(大阪圏)

徳島わくわく移住支援

移住支援金：100万円／世帯(東京23区)

移住支援金：  50万円／世帯(大阪圏)

企業独自の奨学金返還支援
制度導入支援

支給対象：県内事業所を有する中小企業

支  給  額：上限50万円

拡充

拡充

拡充

新規

新規R6チラシ R6チラシ R6チラシ

新規

子育て加算あり

大阪圏を追加！

実施校を拡大！ 助成額・募集人数を拡大！ 大阪圏を追加！

※上限あり

2. 当面の進め方 2025アクションプラン（ピックアップ）



Chapter

03 主な論点
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3. 主な論点

論 点

ポイント3

連携した取組

行政、産業界、高等教育機関、金融機関で連携が可能な取組は何か。

視点）「行政を中心とした連携施策」「産業界との連携施策」
「各界の既存事業を連携事業として発展が可能な取組」

ポイント1

今後の取組方針
（ロードマップ）

構想期間の前期-中期-後期の各段階で取り組むべきもの、
目指すべきものは何か。

視点）「前半期で優先的に実施すべき取組」 「産業界が求めるもの」 「将来的な目標」

ポイント2

サプライチェーン構築

サプライチェーン構築に向けて取り組むべきものは何か。

視点）「ターゲット（ex.徳島県内に求められる企業、分野 等）」
「実施施策（ex.イベント、セミナー、補助金、・・・） 」

17

主には、本日提示のロードマップ案の修正や追記に関してご意見をいただきたい。また、今後のサプライチェーン構
築に向けた取り組みや各機関との施策連携含め、意見交換をお願いしたい。

今後、第３回推進会議の意見交換・照会を踏まえ、2025年以降の施策の展開を図る。
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